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東井義雄『培其根』に記された算数実践の検討
―算数を語る「ことば」に着目して―
Consideration of Mathematics Lesson Recorded in Yoshio Toi’s Book “Baikikon” 
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Saburo HARADA
要旨；平成 29 年 3 月には、学習指導要領が告示された。それを受け、出された学習指導要領解



































　培其根は、昭和 41 年 6 月から東井が退職した昭和 47 年 1 月までに渡って 51 巻が刊行され、
そこには、295 2）もの実践記録等が残されている。その実践記録のうち、教科学習にかかわる
ものとしては、国語が 18、算数が 10、理科が 5、体育が 4、家庭科が 1 である。本稿で取り上
げるのは、その中の算数実践の一つである。
　本稿で培其根の中の算数実践を取り上げる理由は、主に二つある。一つ目は、新学習指導要






























































































































0 0 0 0 0
が育つにちがいないのである。そして、子ども自体
0 0 0 0 0
の育ちが、「教科」の育ちになり、「綴方」「作文」の育ちになることは、間違いのないこと
なのである 13）（＊は筆者加筆）。
　この出来事は、師範を出て 3 年目のこととして綴られている。1934 年のことである。このこ
とを回想し、『子どもを伸ばす生活綴方』に『「綴方」と「教科」と「子ども」』として上のよう





































































































































































































































　この 7 ページには、2 つの項目がある。「1　円と自転車の車輪の関係」（約 3 ページ）、「2　円








　自転車の 26 インチのタイヤの円周が 2.2m、実際に 4 回転させて進む距離（教師が実際に乗
って自転車を進めた）が 8.15m。その結果を見て西山さんは次のように綴る。
　はかった車は 26 インチ。さきほど車輪の円周は約 2.2m ということを学習したので、そ






















れが 2 つあるんだから 2 倍して直径を出す」という知恵だ。ぼくもそれだったら正しい直
径が測れると思うので賛成した。
さっそく、その考えでやってみた。
中心部をよけた半径 3 2 ． 2 cm
中心を 2 つに分けた 1 つ ＋ 0 ． 7 cm
 3 2 ． 9  …………ほんとうの半径































































































り、11㎝になった。きょう習った法則を使うと、11 × 3.13 ＝ 34.43㎝となる。だいたいで
なく正しく測ってみようとやってみると
1 回目　35㎝
2 回目　33.6㎝　　平均（35 ＋ 33.6 ＋ 33.6）÷ 3 ＝ 34.066…約 34.1㎝
3 回目　33.6㎝　　これを何倍かみるために割ってみた。
 34.1 ÷ 11 ＝ 3.1　…　約 3.1 倍
 つまり個人学習の結果は、約 3.1 倍ということになった。
　次の日、個人学習の結果を発表することになった。
　こうして、個人学習のデータが集められ、それを合算して個数で割る。そして、78.3 ÷ 25 ＝
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